正統派經濟學批判の二方向 : アルフレツド・アモン氏のリカアド批判に對する批判 by 松延 虎雄
正
統
一
淑
終
消
息
e
批
列
の
二
方
向
i
lア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
モ
ン
氏
の
り
カ
ア
ド
批
判
に
針
ず
る
批
判
i
l
松
延
虎
ま住
＼ 
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
栴
怖
感
の
母
船
は
航
続
減
税
府
県
で
あ
る
。
プ
ル
ヂ
オ
ア
終
例
県
は
共
の
慢
よ
り
生
れ
た
胞
衣
に
過
ぎ
な
い
。
プ
ル
ヂ
オ
ア
料
桝
早
は
何
故
胞
衣
に
姐
ぎ
な
い
か
。
こ
れ
が
我
々
の
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
’
抑
も
r
I
統
祇
都
m
mそ
れ
円
身
の
目
的
は
、
恨
令
無
政
識
的
に
せ
よ
、
現
本
家
的
批
品
自
の
俳
別
で
あ
っ
た
。
壊
が
、
科
串
と
し
て
の
、
本
燕
の
任
務
を
完
ふ
し
、
又
同
時
に
、
・
そ
れ
が
科
事
と
し
て
の
開
系
を
な
す
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
一
仇
統
派
椛
一
例
こ
の
事
は
プ
ル
ヂ
オ
ア
串
者
も
共
陀
認
め
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
モ
ン
氏
は
臼
〈
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
之
れ
ハ
ア
イ
ジ
オ
グ
ラ
1
ト
）
に
庇
し
、
事
慢
と
、
問
捺
の
科
鹿
市
原
則
と
の
雨
者
を
取
り
上
げ
、
そ
し
て
雨
者
を
相
互
に
側
和
せ
し
め
ゃ
う
と
試
み
た
。
枕
は
科
串
的
開
則
か
ら
問
殻
し
、
そ
れ
ぞ
事
質
に
錨
則
ぜ
ん
と
試
み
、
か
く
て
『
規
準
』
の
mk合
開
的
紅
建
設
乃
五
蒐
集
の
代
り
に
、
都
世
の
説
明
を
伴
ん
こ
と
を
力
め
た
。
か
〈
て
摂
撚
串
は
近
代
的
経
験
科
阜
の
一
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
同
時
に
民
の
割
論
的
科
間
中
と
な
っ
た
。
ハ
ア
か
フ
ν
y
r
・
ア
屯
Y
着
、
定
統
汲
線
南
想
、
阿
賀
）
E
統
掠
仰
が
抗
制
限
批
判
の
一
一
方
向
一－
定
級
品
川
抑
制
湾
般
挑
姉
の
一
一
方
’
阿
一
二
そ
れ
に
も
拘
ら
歩
、
ym統
波
終
的
棋
は
、
多
く
の
矛
店
を
包
蹴
し
、
符
っ
て
説
札
る
結
論
に
建
し
、
同
時
に
併
泊
せ
ざ
る
を
件
な
く
な
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
日
〈
「
ス
ミ
ス
向
身
は
、
間
右
中
山
朴
に
問
問
な
き
矛
貯
の
中
に
紡
仰
し
て
ゐ
る
。
一
方
に
於
℃
伎
は
、
純
情
的
諸
範
時
の
内
附
脚
絡
i
｜
別
甘
す
作
ば
、
市
民
的
椛
怖
純
織
の
隠
れ
た
る
桃
山
山
を
探
求
し
て
ゐ
る
。
他
方
に
於
て
伎
は
、
そ
れ
と
共
に
、
そ
の
聯
絡
を
、
そ
れ
が
競
争
生
武
ふ
、
時
期
集
中
に
現
前
す
る
ま
h
に
、
随
っ
て
、
市
民
的
生
産
行
釈
に
、
資
際
問
れ
て
ゐ
る
も
の
や
、
利
害
関
係
を
有
す
る
者
と
、
不
一
々
同
様
な
、
非
科
簡
明
的
剛
山
訳
者
の
、
限
底
に
映
4
1
る
ま
ま
に
、
列
べ
る
。
こ
れ
等
二
様
の
考
察
方
法
の
中
、
は
内
的
脈
絡
を
、
云
は
ピ
、
市
民
的
組
織
の
生
剤
取
を
、
研
め
ん
’
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
皐
に
、
こ
の
生
活
遇
税
の
外
部
に
現
れ
た
も
の
量
、
そ
れ
が
鮪
現
ナ
る
ま
h
に
、
間
越
し
、
日
飾
付
け
、
物
掠
り
、
乃
去
は
型
に
蹴
っ
た
概
念
規
定
の
下
に
、
担
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ス
ミ
ス
に
布
つ
て
は
、
こ
の
一
一
様
の
汚
山
笠
h
M
一
訟
が
無
頓
滑
に
併
行
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
や
、
滅
茶
背
茶
に
入
乱
れ
て
を
り
、
且
つ
不
断
に
椛
渚
し
人
け
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
匂
ハ
マ
ル
ク
ス
溝
、
「
刺
餓
倒
他
都
枕
山
見
」
、
第
一
品
世
‘
第
一
制
、
リ
ヵ
’
V
批
判
、
松
m欣
一
部
、
一
一
一
頁
J
と
と
ろ
で
、
リ
カ
ア
ド
に
於
て
始
め
て
、
か
L
一
る
混
飢
か
ら
枕
出
し
て
、
『
市
民
的
組
織
の
生
調
閥
単
・
ー
ー
そ
の
内
奥
の
有
機
的
聯
絡
及
び
生
活
組
組
の
珊
併
l
lの
端
艇
た
り
、
出
棋
は
貼
た
る
も
の
は
、
労
働
時
間
に
依
る
例
仙
の
決
定
で
あ
る
。
』
と
し
た
の
で
あ
る
λ
上
掲
番
、
双
叉
U
『
斯
〈
て
一
方
に
於
て
、
リ
カ
ア
ド
の
研
究
様
式
の
科
感
的
窓
識
と
、
限
史
的
悦
似
と
が
判
明
す
る
と
共
に
、
他
国
に
於
て
、
後
段
E
細
に
江
っ
て
一
部
さ
れ
る
械
な
、
彼
の
措
位
の
科
串
的
快
陥
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
』
（
上
初
替
、
山
ハ
瓦
〉
で
は
ス
ミ
ス
及
び
p
カ
ア
ド
の
蹴
貼
は
如
何
に
し
て
除
か
れ
た
の
で
あ
る
か
。
こ
の
定
統
波
経
済
串
批
判
の
方
法
の
謹
異
に
よ
っ
て
、
一
つ
は
あ
く
ま
で
、
科
串
的
方
法
で
あ
り
、
他
は
附
級
的
関
訟
の
時
め
の
批
判
的
方
訟
で
あ
る
。
即
ち
前
一
一
つ
の
方
向
が
氾
め
ら
れ
る
。
者
は
完
み
一
に
、
市
民
枇
作
の
仰
川
剖
h
f
・
な
し
活
げ
、
仲
内
M
A
は
mγ
同
的
な
外
間
上
の
序
辿
を
な
し
た
に
過
ぎ
た
い
。
一
リ
カ
ア
ド
期
・
枕
の
悦
捜
は
、
川
川
仙
滑
に
於
げ
る
序
越
の
不
明
限
と
、
利
用
十
的
分
析
の
不
足
に
致
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
『
時
仰
の
多
加
多
様
性
』
、
『
資
本
の
帥
成
の
多
段
性
』
、
『
市
場
問
格
と
白
然
阿
川
格
』
、
『
利
潤
と
剰
除
問
航
」
、
等
々
に
於
け
る
分
析
及
、
作
説
明
の
不
充
分
な
る
に
よ
る
。
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
祁
桝
棋
に
あ
り
で
は
、
こ
れ
得
を
ぽ
、
完
全
に
解
決
し
た
。
然
る
に
プ
ル
ヂ
オ
ア
椛
税
問
中
に
あ
り
で
は
、
切
』
れ
等
快
陥
に
飛
じ
て
械
力
野
附
町
杭
枕
の
排
撃
に
つ
と
め
た
。
例
へ
ば
ア
ル
ア
レ
ッ
ド
。
ァ
モ
シ
氏
の
批
判
が
そ
れ
で
あ
る
。
ア
モ
y
氏
は
回
〈
『
リ
カ
ア
ド
は
、
商
品
の
間
航
は
そ
の
や
一
践
に
必
裂
な
労
働
丑
に
依
存
す
、
．
と
一
再
ふ
命
間
を
公
珂
の
如
く
に
し
て
胃
聞
に
掲
げ
て
ぬ
る
が
、
γ
グ
ム
・
ス
ミ
ス
が
説
明
し
た
事
以
外
に
何
等
の
こ
の
命
題
に
到
し
て
説
明
を
提
供
し
て
ぬ
な
い
。
こ
り
命
題
は
資
本
の
集
税
と
土
地
の
耽
奪
に
先
行
す
る
初
期
の
枇
品
目
に
釘
し
て
は
、
安
営
で
あ
る
が
、
今
日
の
挫
歩
し
た
枇
合
に
於
て
は
安
世
で
な
い
。
然
か
も
リ
カ
ア
ド
は
乙
の
命
臨
が
、
資
本
が
集
椛
さ
れ
、
土
地
の
枇
翠
が
な
さ
れ
た
逝
沙
し
た
枇
舎
に
到
し
て
も
安
常
す
る
事
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
毛
し
て
伎
の
金
例
怖
愉
は
、
こ
の
法
則
が
rm営
な
る
こ
と
を
程
明
ぜ
ん
と
試
み
て
、
幾
多
の
閑
離
に
消
過
し
て
ゐ
る
。
』
と
ト
・
ア
モ
Y
帯
、
犯
統
掘
削
制
判
例
m、
九
十
六
賞
以
下
串
曹
関
）
ハア
hv
フ
v
y
と
L
に
於
て
ア
モ
シ
氏
は
、
此
唱
の
悶
柳
川
を
部
制
に
説
明
し
て
ゐ
る
。
『
伎
が
出
逢
っ
た
地
初
の
悶
離
は
異
時
期
の
捗
働
が
質
を
異
に
す
る
こ
と
、
結
っ
て
凡
て
の
種
類
の
勢
仰
を
一
様
な
基
礎
に
還
元
し
て
、
民
統
漉
日
開
滑
限
・
批
何
の
ニ
方
向
一ι一‘
正
統
飲
料
抑
限
批
州
の
二
方
向
問
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
1
1
E
一
つ
の
同
氏
の
問
準
又
は
同
単
位
を
以
て
、
測
定
す
る
と
一
五
ふ
こ
と
が
、
不
可
能
な
貼
に
存
す
る
。
し
か
し
持
仰
が
代
隙
に
測
定
せ
ら
れ
利
ベ
き
規
制
中
又
は
肌
枕
が
存
在
す
る
校
に
思
は
れ
る
。
之
M
W
仰
が
議
行
せ
ら
る
h
時
間
の
長
さ
、
帥
ち
仕
事
の
時
間
で
あ
る
。
し
か
し
又
一
方
に
於
て
、
同
｝
の
長
さ
の
、
具
間
知
の
M
W
倒
時
間
を
以
τ、
各
々
同
一
と
考
へ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
れ
に
は
必
す
や
、
既
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
地
ベ
て
ゐ
る
如
く
、
間
離
さ
の
差
別
的
ゃ
、
器
用
さ
の
差
異
に
釘
し
て
何
等
か
の
劇
的
が
怠
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
切
で
あ
る
。
こ
の
最
初
の
最
も
大
き
な
悶
離
を
リ
カ
A
ア
ド
は
血
純
に
回
避
し
て
ゐ
る
丈
け
で
あ
る
」
ハ
上
掲
柱
、
九
十
八
買
以
下
）
ア
モ
シ
氏
の
二
の
批
判
は
減
税
皮
ま
で
正
し
い
。
即
ち
リ
カ
ア
ド
は
M
抑
制
の
質
に
つ
い
て
の
詑
明
が
な
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
純
野
仰
と
不
明
’
柿
野
倒
、
或
は
紡
松
工
と
mH
石
工
と
の
M
W
仰
の
品
質
の
詫
異
に
よ
っ
て
州
知
仰
の
似
佃
が
具
る
椋
に
説
明
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
熟
み
」
喝
』
で
同
じ
M
M
聞
に
し
て
も
紡
松
工
の
持
伽
と
授
石
工
の
M
M
仰
と
の
間
他
の
比
較
と
一
五
ふ
問
題
が
起
る
。
只
リ
カ
ア
ド
は
、
貯
仰
の
様
々
の
位
買
が
あ
る
こ
と
を
辿
べ
、
粧
っ
て
伺
仙
の
相
誌
が
あ
る
が
、
そ
の
恨
怖
は
永
い
問
の
抑
口
町
に
よ
っ
て
定
り
、
又
徐
々
に
理
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
内
ん
ど
考
肢
を
市
立
せ
ぬ
と
云
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
、
と
一
同
ふ
の
は
泥
仕
で
あ
る
が
、
ニ
の
M
W
仰
と
一
同
ふ
叫
ん
ル
が
包
含
す
る
共
閥
的
事
物
は
、
ア
モ
シ
氏
は
、
H
カ
ア
ド
が
こ
の
間
阻
に
別
し
て
制
見
に
僻
決
を
胤
ハ
へ
仰
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
解
決
を
則
的
へ
棋
と
も
し
な
か
っ
－
v
j
i－
 
－
お
が
山
ド
＋
’
h
怜
刑
。
そ
れ
白
身
非
常
に
差
異
が
ゐ
り
、
児
を
す
る
ニ
と
は
到
町
出
来
な
い
と
一
五
ふ
取
は
杭
り
で
あ
り
心
。
マ
ル
ク
ス
は
、
時
一
な
る
人
間
持
働
力
或
は
机
公
的
の
人
間
労
働
L
ι
H
A
（
間
的
な
訂
川
川
町
仰
と
を
促
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
の
問
題
を
併
決
し
た
0
7
4
t
ン
氏
は
、
喪
岡
上
に
現
れ
る
共
照
的
野
聞
の
み
し
か
、
現
併
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
様
で
あ
る
日
マ
ル
グ
ス
は
、
商
品
位
組
bH品
川
じ
て
設
ふ
、
『
我
々
は
上
衣
一
卦
の
慣
仙
が
リ
ン
ネ
ル
十
ヤ
1
ル
の
炉
、
怖
に
二
倍
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
リ
ン
ネ
ル
一
一
十
ヤ
1
ル
は
、
上
・
衣
一
舟
と
阿
じ
大
さ
の
杭
値
を
有
す
る
と
一
五
ふ
ニ
と
を
想
起
す
る
。
上
衣
も
リ
ン
ネ
ル
J
h
慣
値
と
し
て
は
同
じ
町
胞
の
物
で
あ
り
、
同
一
一
州
知
の
労
倒
を
客
間
的
に
一
再
び
悲
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
政
経
持
仰
と
慨
椛
持
仰
と
は
、
互
に
質
を
刊
叫
に
屯
す
る
貯
働
で
あ
る
a
と
こ
ん
が
、
同
一
の
人
間
が
、
劫
粧
と
機
時
と
を
交
互
に
行
ふ
枇
骨
収
限
、
換
言
す
れ
ば
、
と
の
一
一
つ
の
相
異
っ
た
貯
側
方
法
が
、
mm
一氏、
同
一
例
入
の
一
砂
例
の
炉
形
に
過
ぎ
や
、
向
米
だ
、
別
々
の
伺
人
の
佃
記
し
た
、
本
門
的
機
拙
と
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
「
恰
も
我
々
の
革
主
故
紙
仰
に
よ
っ
て
今
日
治
ら
れ
る
上
衣
、
明
日
枯
ら
れ
る
ズ
ボ
シ
が
、
同
一
な
る
例
人
的
野
倒
の
略
化
を
前
提
す
る
に
過
ぎ
ね
如
く
」
枇
合
m－
能
も
あ
る
。
見
ら
に
、
今
日
の
資
本
制
一
肌
合
に
於
て
も
、
野
倒
川
市
要
の
精
一
化
に
従
ひ
、
人
間
労
働
の
一
部
介
は
、
或
る
時
は
裁
粧
の
酪
を
以
て
、
或
る
時
は
又
機
怖
の
形
を
以
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
の
ー
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
待
問
形
態
の
密
化
は
、
故
障
な
し
に
は
行
ほ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
見
に
向
、
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ね
も
の
で
あ
る
。
生
間
的
荊
聞
の
定
形
、
随
っ
て
又
、
持
仰
の
有
川
的
性
質
を
叩
い
て
問
は
ぬ
と
す
れ
ば
、
ャ
生
毘
的
抗
日
に
つ
い
て
残
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
そ
れ
が
人
間
部
例
の
荒
川
で
あ
る
と
一
五
ふ
那
賀
の
み
で
あ
る
。
裁
縫
と
機
械
と
は
、
す
一
に
慨
を
異
に
す
る
生
所
的
活
動
で
あ
る
と
は
云
〈
、
何
れ
も
人
聞
の
脳
髄
ゃ
、
帥
粧
や
、
乎
な
ど
の
生
毘
的
支
出
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
意
味
に
於
て
は
、
＆
い
づ
れ
も
人
間
指
働
で
あ
る
口
減
給
L
し
時
間
と
は
、
人
間
川
川
倒
力
支
出
よ
の
、
相
川
持
っ
た
、
二
形
強
に
外
な
ら
な
い
。
い
づ
れ
か
の
形
で
文
然
し
商
品
の
慣
他
た
る
も
の
は
、
そ
の
陸
の
人
勿
論
人
間
出
働
力
は
、
附
さ
れ
る
詰
め
に
は
、
そ
れ
自
身
既
に
多
か
れ
少
か
れ
投
出
し
て
ゐ
る
こ
と
を
姿
す
る
。
正
統
被
Mm抑
制
限
批
判
り
二
方
向
一五
京
総
汲
料
開
山
中
批
州
の
ニ
方
向
． 
、
一
J
F
間
閉
山
仙
の
、
白
ち
人
間
持
尚
一
般
の
、
文
出
を
一
式
現
す
る
も
の
で
あ
る
勺
（
マ
が
ク
ス
資
本
山
、
改
治
リ
批
似
、
ん
い
川
山
川
流
第
一
小
金
・
第
一
料
、
第
惣
向
品
、
一
阿
武
）
『
如
何
な
る
持
例
も
、
一
而
か
ら
見
れ
ば
、
生
別
的
意
味
に
於
け
る
人
間
的
山
働
力
の
支
出
で
あ
る
。
而
し
て
折
の
如
去
、
等
｝
な
る
人
間
貯
働
即
ち
抽
象
的
人
mm仰
と
一
式
ふ
資
格
に
於
て
は
、
’
如
何
な
る
労
働
も
商
品
川
川
備
を
作
り
出
す
。
聞
は
、
｝
此
の
目
的
に
介
致
せ
る
、
特
殊
の
形
態
を
取
っ
た
、
人
間
貯
働
の
支
出
で
あ
る
。
一
切
の
閉
山
倒
は
使
間
慣
悩
を
生
践
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
ハ
上
拐
容
二
ハ
瓦
〉
ま
た
他
同
か
ら
比
れ
ば
一
切
の
持
而
し
て
ニ
の
共
間
的
な
M
M
仰
と
云
ふ
資
格
に
於
て
は
、
以
上
長
〈
引
附
し
た
如
〈
マ
ル
ク
ス
は
『
商
品
伺
値
」
或
は
「
交
換
慣
他
」
を
作
り
出
す
、
等
一
な
人
山
労
仰
と
、
各
々
一
特
殊
な
使
用
慣
肋
肌
在
作
り
川
ナ
、
「
比
（
閥
的
な
有
別
な
M
労
働
」
と
一
五
ふ
、
一
一
つ
の
概
念
に
分
け
て
説
明
し
た
。
こ
h
に
は
、
如
何
な
る
平
凡
な
符
で
も
了
側
川
ぜ
ゴ
ャ
自
社
件
ぎ
る
料
に
明
踏
に
説
明
さ
れ
て
あ
る
。
我
々
は
こ
主
に
於
τ、
等
一
な
る
無
担
別
な
る
人
間
川
目
的
即
ち
抽
伯
郡
的
の
人
間
労
そ
こ
で
、
機
械
工
も
、
買
石
工
も
、
倒
に
よ
っ
て
、
商
品
の
伺
仙
佐
山
山
記
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
ゐ
る
。
一
時
間
の
労
働
の
侃
他
は
、
同
一
で
あ
る
。
機
杭
工
と
賀
石
工
と
の
一
日
の
佐
川
叫
が
具
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
日
の
持
倒
の
伺
怖
が
具
な
る
の
で
は
な
く
て
、
保
管
必内
ゃ
、
強
抵
に
よ
っ
て
具
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
こ
h
に
二
人
の
事
務
家
が
あ
り
、
一
人
は
、
小
県
卒
業
で
あ
り
、
一
人
は
大
事
出
だ
と
す
る
。
こ
の
一
一
人
の
壮
一
引
は
同
一
だ
と
す
る
も
、
世
間
で
は
、
一
人
は
大
限
川
と
一
五
ふ
名
慌
の
怨
め
に
小
限
丈
け
の
人
よ
り
高
い
賃
銀
を
ね
る
と
云
ふ
取
が
、
骨
川
一
般
で
あ
る
。
事
資
本
山
米
の
乎
に
h
山
ム
仇
さ
れ
る
傍
働
が
‘
m
純
な
枇
A
M
M
的
不
均
の
帥
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
複
合
的
な
比
設
の
お
い
の
仰
で
お
ろ
か
は
、
低
位
増
殖
行
刊
悼
の
す
一
川
憎
か
ら
見
れ
町
、
会
〈
ざ
う
で
も
い
、
問
題
で
あ
る
二
と
は
、
鳴
を
に
活
ぺ
仁
所
で
あ
ろ
。
一
般
令
的
平
均
符
仰
に
比
ぺ
て
、
主
け
高
級
な
、
よ
り
権
介
的
な
外
働
と
れ
倣
さ
Z
、
所
の
も
の
は
・
即
ち
m純
な
ら
外
働
力
ι比
司
し
て
、
よ
り
大
た
る
割
引
用
を
以
て
孜
有
さ
れ
、
生
氏
上
に
よ
り
多
く
の
労
働
時
川
た
附
ー
す
る
、
隠
れ
ソ
て
父
、
よ
サ
高
為
、
問
慌
た
有
寸
ろ
労
働
力
の
抑
制
一
刻
さ
れ
や
ト
も
の
℃
わ
ゐ
。
、
、
の
勢
同
仰
力
は
、
そ
の
附
川
値
が
官
問
、
ラ
場
合
に
は
、
占
刊
川
紋
な
川
好
川
聞
と
・
し
て
食
犯
さ
れ
、
隠
っ
て
問
一
期
間
に
、
比
牧
的
火
き
な
低
位
と
・
し
て
、
羽
照
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
。
品
川
・
し
紡
総
傍
倒
と
、
開
H
，F
川
細
工
労
働
と
の
同
じ
、
－
m何
な
品
得
級
品
一
目
別
が
わ
ら
う
主
も
、
費
石
工
が
彼
白
身
の
勢
働
力
の
似
仙
与
問
枇
す
ろ
に
げ
な
労
働
郊
分
は
、
彼
が
刺
俗
例
侃
ル
作
り
出
す
追
川
的
の
労
働
郊
分
と
決
・
し
て
質
的
に
悶
別
也
ら
F
O
、
も
の
で
は
な
い
。
制
判
僚
的
仰
の
派
市
川
わ
い
－
O
L
の
は
、
一
依
然
正
・
し
て
伶
倣
の
荒
的
超
過
の
み
で
あ
る
。
換
す
す
れ
ば
、
同
一
の
労
働
行
税
、
即
ち
紛
紛
ヱ
の
場
介
で
一
氏
へ
ぼ
約
総
生
所
上
の
行
科
、
資
石
ヱ
の
場
合
で
云
へ
町
、
対
石
生
焦
土
の
行
制
の
時
間
的
延
長
の
み
で
も
り
る
。
ハ
マ
府
ク
λ
資
本
命
改
必
枇
版
門
前
日
叩
．
0
第
一
審
第
一
一
一
抑
制
、
然
江
市
二
ハ
九
冗
）
問
級
脱
労
働
と
附
小
純
傍
働
と
、
「
熟
練
傍
倒
」
と
「
不
熟
練
砂
働
」
と
の
問
別
は
、
一
部
的
に
は
mmな
る
幻
想
じ
説
く
も
の
で
わ
る
o
或
は
少
〈
と
も
、
既
ぷ
久
、
し
く
呪
質
的
で
な
C
な
り
、
伐
に
肉
環
的
な
得
統
の
中
に
の
み
存
・
し
て
ゐ
る
阪
別
に
挑
〈
tJ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
叉
、
J
神
神
的
円
い
は
、
労
働
問
級
中
の
計
千
の
柳
川
輔
叫
に
廊
寸
ろ
人
々
が
畑
山
り
な
き
境
遇
に
慌
か
れ
て
ゐ
る
伐
め
、
部
州
仙
の
労
働
者
が
す
ろ
殺
に
は
、
内
己
の
停
倒
力
の
倒
侃
た
現
求
し
肺
滑
る
哨
引
が
川
来
な
い
と
一
式
ふ
事
穴
に
鶏
〈
も
の
で
あ
る
。
偶
然
の
事
情
は
、
こ
れ
に
つ
き
織
め
て
大
な
る
役
川
た
問
ず
る
も
の
で
わ
っ
て
、
二
の
ニ
路
の
凪
万
働
円
い
相
互
の
品
川
慌
た
費
拠
2
d
s
t一
試
ふ
新
来
か
も
れ
ら
す
。
〔
上
掲
勢
一
六
九
貫
脚
位
J
以
上
の
市
に
よ
っ
て
、
野
倒
の
質
の
和
措
と
一
民
ふ
問
組
、
仰
ち
ア
モ
ン
氏
が
一
民
ふ
所
の
リ
カ
ア
ド
の
川
法
っ
た
最
初
の
悶
知
は
、
解
決
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
か
く
て
リ
カ
ア
ド
の
問
他
枕
は
鼠
に
粗
め
て
制
限
ぜ
ら
れ
た
組
問
の
明
裂
に
の
み
、
’
山
ち
取
に
或
る
期
間
内
に
於
け
る
物
恨
の
穂
町
、
し
か
も
そ
れ
は
思
に
慨
矧
に
於
け
る
賛
助
に
の
み
安
世
し
調
必
せ
ら
れ
る
椛
に
思
は
れ
る
。
』
と
一
五
ふ
事
は
正
し
．
い
が
マ
ル
ク
ス
の
枕
を
無
回
し
ゃ
う
と
し
て
『
商
品
の
伺
航
は
そ
の
生
尽
に
必
嬰
な
持
倒
置
に
依
存
す
る
」
と
一
足
ふ
命
悶
が
、
ム
今
日
の
活
定
統
限
済
抽
川
吊
批
刊
の
ニ
方
向
一
七
思
統
扱
品
川
清
明
批
列
の
二
方
向
4
・’、：j
 
歩
し
た
枇
合
航
路
に
安
世
し
な
い
と
云
ふ
、
ア
モ
ン
の
設
は
と
の
と
と
か
ら
次
第
に
崩
壊
し
て
行
く
。
ア
モ
ン
氏
が
リ
カ
ア
ド
間
航
論
の
難
問
と
し
て
、
思
げ
て
ゐ
る
こ
と
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
『
野
仰
の
件
に
も
免
出
嬰
紫
が
あ
り
、
花
つ
て
、
第
一
、
こ
れ
等
の
嬰
京
が
伺
格
抗
成
の
泊
税
に
位
合
せ
ら
れ
な
い
か
、
即
ち
こ
れ
ヰ
は
間
格
の
説
明
に
あ
た
り
、
考
躍
の
外
に
置
か
れ
符
る
か
、
或
は
又
第
一
一
、
こ
れ
得
の
も
の
は
、
務
仰
に
泣
一
見
し
得
る
か
、
即
ち
そ
れ
自
身
で
、
山
労
働
の
丑
を
柿
成
又
は
夜
明
し
ヲ
ぬ
る
と
考
へ
ら
れ
件
る
か
、
！
i
こ
の
何
れ
か
H
A
符
川
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
云
ふ
貼
に
存
ず
る
。
持
倒
の
外
に
、
土
地
と
苛
本
も
亦
必
要
な
る
生
徒
叫
誌
で
あ
る
。
リ
カ
ア
ド
は
土
地
に
附
し
て
は
上
品
部
一
の
注
を
取
り
、
資
本
に
開
し
℃
は
第
一
一
の
詑
を
取
っ
た
』
0
ハ
正
統
汲
終
済
務
一
O
川
瓦
〉
ア
モ
ン
氏
は
又
制
け
て
一
五
ふ
、
『
資
本
と
は
プ
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
一
足
ふ
所
に
よ
れ
ば
、
生
産
さ
れ
た
商
品
に
し
て
、
将
来
の
生
庄
の
矯
め
も
し
ahZが
、
商
品
問
格
の
緋
成
に
附
し
て
、
土
地
な
る
要
指
を
ば
考
股
件
に
泣
く
な
ら
ば
、
苦
々
は
資
本
を
ば
、
按
倒
1
1
と
し
て
、
即
ち
「
諸
制
さ
れ
た
時
的
」
と
し
て
考
へ
得
る
で
あ
ら
う
。
に
者
引
さ
れ
、
生
時
嬰
主
と
し
て
川
び
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
探
る
時
は
、
生
昨
日
に
必
要
な
貯
mH況
を
以
て
M
M
仙
の
決
定
評
誌
な
り
と
す
る
リ
カ
ア
ド
の
一
般
的
命
悶
の
中
に
は
既
に
「
商
品
の
生
出
に
直
接
町
ひ
ら
れ
た
持
仰
の
み
で
な
く
部
州
、
泊
品
、
及
び
悲
物
部
、
野
仰
を
杭
助
ず
る
も
の
に
投
ぜ
ら
れ
た
m
mも
亦
向
口
川
の
限
値
に
彩
響
ず
る
」
と
一
足
ふ
と
と
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
c
併
し
た
が
ら
、
こ
の
「
諮
m
制
さ
れ
た
貯
仰
」
が
生
産
に
直
接
m
qら
れ
た
、
野
仰
と
同
じ
桜
に
、
価
値
の
決
山
民
又
は
阿
川
仙
仰
の
形
成
に
川
（
る
か
不
H
か
、
そ
し
c、
従
っ
て
こ
れ
と
同
政
に
測
定
せ
ら
れ
件
る
か
否
か
の
問
題
が
桟
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
き
は
明
に
否
と
一
氏
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
明
白
の
市
慌
が
そ
れ
と
矛
府
ず
る
。
「
者
杭
せ
ら
れ
た
持
倒
」
は
也
按
に
別
び
ら
れ
た
川
目
的
よ
り
も
多
〈
飢
ず
る
っ
そ
れ
は
よ
り
向
き
伺
似
を
訂
す
る
そ
れ
の
慣
怖
は
「
利
潤
」
を
合
ん
で
ゐ
る
、
か
く
の
如
合
部
叫
制
さ
れ
た
M
W
仰
の
4
1
は、
そ
れ
と
同
長
の
前
一
援
に
川
ひ
ら
れ
た
の
一
仰
と
等
し
い
と
考
へ
る
ζ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
故
に
よ
っ
て
こ
の
差
が
、
即
ち
叶
利
潤
」
が
決
定
さ
れ
る
か
の
問
削
が
ル
ー
や
る
い
。
ハ
上
初
詩
一
cm以
下
〉
ニ
h
で
ア
モ
ン
氏
に
よ
っ
て
は
『
也
接
川
び
ら
れ
た
労
働
』
と
『
部
判
別
さ
れ
た
貯
仰
の
低
位
』
は
出
ふ
と
一
五
ふ
仮
定
が
一
主
挺
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
乙
L
か
ら
「
利
潤
」
の
問
問
が
生
や
る
と
、
而
し
て
リ
カ
ア
ド
は
此
の
間
を
併
決
し
て
ゐ
た
い
、
こ
と
が
云
は
れ
て
ゐ
る
。
・
叩
刊
に
又
ア
モ
シ
氏
は
一
以
ふ
『
リ
カ
ア
ド
は
、
「
同
定
資
本
の
持
続
杭
皮
の
相
出
」
及
び
「
こ
の
一
一
組
の
資
本
が
結
合
さ
れ
る
比
例
の
相
誌
は
、
向
日
川
の
免
践
に
必
泌
な
砂
川
N
M
の
大
小
と
共
に
、
市
nm
の
相
針
的
問
似
を
控
化
せ
し
め
る
第
一
一
の
問
問
を
器
入
す
る
に
至
る
l
iこ
の
間
悶
こ
そ
砂
例
の
附
川
舵
の
臨
併
と
一
民
ふ
ニ
と
で
あ
る
。
」
こ
の
原
因
は
明
か
に
そ
れ
自
身
慣
格
僻
成
の
一
現
段
で
あ
る
。
そ
れ
故
ニ
の
説
明
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
の
も
の
が
持
倒
そ
れ
自
身
の
位
航
の
説
明
に
か
九
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
直
ち
に
「
利
潤
」
の
説
明
に
か
h
っ
て
ゐ
る
こ
と
L
な
り
、
又
悶
接
に
川
ひ
ら
れ
た
捗
聞
の
伺
侃
と
鴇
秘
さ
れ
た
労
働
の
慣
他
の
比
例
の
説
明
に
か
h
っ
て
ゐ
る
こ
と
に
併
し
な
が
ら
悦
似
の
問
題
が
結
川
に
於
て
右
の
問
題
に
還
元
さ
れ
る
と
均
へ
る
前
に
、
弊
働
に
よ
る
償
値
決
定
の
説
明
が
遭
遇
す
t
る
や
に
忠
は
れ
る
筋
三
の
難
闘
が
除
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
離
闘
と
は
貯
働
及
び
資
本
の
外
に
土
地
も
亦
一
の
必
要
な
生
産
要
素
、
然
な
る
の
り
土
地
、
県
側
M
A
び
資
木
の
結
合
さ
れ
た
作
栄
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
市
川
口
聞
の
債
格
椛
成
と
閲
聯
し
て
極
め
て
霊
市
町
な
る
関
係
を
有
す
る
や
主
税
調
仙
抑
制
鴻
別
検
批
州
の
一
一
方
向
、
一一九
定
統
梶
山
仲
間
滑
mm批
州
の
ニ
方
向
三
O
う
に
思
は
れ
る
一
一
県
議
そ
緋
成
し
て
ゐ
る
と
一
式
ふ
引
で
あ
る
」
o
ハ
上
初
控
一
O
六
貿
〉
以
上
の
如
く
ア
モ
ン
氏
の
宮
っ
て
ゐ
る
ニ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
り
カ
ア
ド
を
拙
刊
し
て
ゐ
る
如
〈
、
殺
は
一
般
的
利
潤
庫
を
、
出
し
〈
は
専
制
の
極
々
の
資
木
放
下
左
り
等
割
引
資
本
が
川
ひ
ら
れ
る
和
拐
の
生
産
部
而
な
り
の
都
知
の
平
均
利
潤
を
、
或
は
担
々
の
生
毘
部
国
に
於
て
川
ひ
ら
れ
ろ
資
本
の
大
き
に
比
例
す
る
利
仰
を
似
比
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
と
一
同
ふ
以
外
に
リ
カ
ア
ド
を
分
析
し
て
ゐ
な
い
。
そ
し
て
と
の
釘
つ
の
雛
附
を
充
分
に
批
判
す
る
こ
と
な
し
に
、
第
一
一
一
の
難
問
へ
と
、
乙
り
込
ん
で
ゐ
る
。
す
可
き
は
「
請
訓
さ
れ
た
砂
倒
」
は
「
世
接
に
川
ひ
ら
れ
た
持
倒
」
よ
り
商
品
H
－
悦
他
を
有
す
る
と
一
石
ふ
主
で
あ
る
口
然
し
ア
モ
ン
氏
は
ニ
而
し
て
、
ニ
L
で
ア
モ
ン
氏
に
注
立
れ
に
つ
い
て
何
喝
の
説
明
も
な
さ
れ
℃
ゐ
な
い
。
ζ
れ
を
瑚
論
づ
け
る
に
は
必
然
的
に
、
利
潤
を
、
占
口
乎
が
向
口
凶
を
た
ど
に
そ
れ
が
枕
に
史
へ
る
所
の
別
体
以
上
で
到
る
ば
か
り
で
な
く
、
商
品
に
抗
へ
る
間
格
以
上
で
賀
る
二
と
か
ら
部
き
出
す
、
か
く
て
位
は
版
賢
か
ら
生
や
る
利
潤
と
去
ム
俗
流
的
見
併
に
に
ま
で
姥
誕
ず
る
、
従
っ
て
剰
除
問
仙
を
、
日
乎
が
持
の
尚
口
川
を
悦
帆
以
上
で
即
ち
前
川
川
に
合
ま
れ
て
ゐ
ろ
多
丑
の
砂
川
川
川
で
、
円
以
る
と
と
か
ら
埠
き
叫
す
の
で
あ
る
。
閉
山
し
て
然
ら
ば
伎
は
一
商
品
の
抗
乎
と
し
て
利
符
す
る
所
の
も
の
を
、
他
の
商
品
の
ロ
ヂ
と
し
て
欠
ふ
の
で
あ
る
、
だ
か
ら
か
く
の
如
き
一
般
的
な
名
目
上
の
似
格
引
上
げ
に
よ
っ
て
は
、
何
が
民
に
「
利
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
別
に
す
る
乙
と
は
結
封
に
出
来
な
い
。
特
に
枇
A
M
H
が
を
胞
と
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
官
む
こ
と
が
何
う
し
て
出
来
る
の
か
、
現
伐
の
刺
除
問
帆
或
は
刺
依
生
応
物
は
何
う
し
て
殻
生
す
る
の
で
あ
る
か
。
か
〈
の
如
き
は
、
詮
方
も
な
〈
応
鹿
筑
た
考
へ
で
uw 
あ
る
。
名
門
『
制
批
似
航
船
杭
史
」
第
三
谷
町
耕
一
お
下
守
ス
、
ロ
メ
『
下
－
T
V
ザ
ス
一
参
照
こ
h
に
於
て
リ
カ
ア
ド
の
附
川
帆
論
の
み
な
ら
守
、
ア
モ
シ
氏
の
批
判
ま
で
も
夜
へ
る
口
四
ア
モ
ン
氏
は
問
一
二
の
難
問
と
し
て
弐
の
都
を
棋
げ
て
ゐ
る
。
1
1『
間
切
一
倒
及
び
資
本
の
外
に
土
地
も
亦
必
要
な
る
生
庄
一
品
誌
で
あ
る
。
リ
カ
ア
ド
の
例
航
法
則
に
あ
っ
て
は
、
全
L
R
こ
の
生
産
嬰
楽
に
依
存
せ
や
J
、
そ
し
て
従
っ
て
、
慣
杭
決
定
の
説
明
に
世
h
y
、
そ
れ
を
考
店
に
入
れ
る
必
要
は
な
い
と
一
民
ふ
取
を
説
明
す
る
ニ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
倒
棉
桃
成
。
沼
粗
か
ら
除
外
す
る
本
で
あ
る
。
こ
の
命
題
は
次
の
限
定
を
合
む
、
山
ち
す
べ
て
の
生
産
の
附
凶
は
、
そ
の
生
沌
物
の
向
山
格
か
ら
樹
立
し
て
決
定
せ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
最
後
の
部
分
は
、
地
代
の
文
抑
は
れ
な
い
土
地
？
、
又
地
代
を
文
机
は
な
い
資
本
で
潜
ま
れ
る
と
一
宇
山
本
、
戒
は
又
同
じ
堺
で
あ
る
が
、
て
何
等
地
代
を
生
ぜ
守
、
又
地
代
を
文
訓
は
な
い
資
本
が
川
ひ
ら
れ
る
と
云
ふ
事
口
（
疋
統
疎
開
桝
限
、
一
O
七
瓦
）
す
べ
て
の
食
物
及
び
、
開
料
が
、
現
質
の
町
市
裂
を
超
過
す
る
程
多
〈
存
在
す
る
土
地
に
於
て
、
絶
つ
τ、
す
べ
て
の
生
産
に
於
即
ち
必
要
と
さ
れ
る
土
地
の
使
加
に
到
し
て
何
物
も
文
抑
は
れ
な
い
所
で
生
産
さ
れ
る
棋
な
粧
品
問
欣
践
を
汚
寂
し
て
ゐ
る
。
か
h
る
般
態
に
於
℃
は
も
ち
ろ
ん
、
土
地
は
慣
格
俳
成
。
掴
砲
に
沿
い
て
、
何
時
の
位
制
を
も
加
じ
な
い
で
あ
ら
う
」
1
1ハ
同
上
）
と
。
占
即
応
払
怪
物
の
比
較
的
側
仰
が
勝
北
す
る
組
出
は
、
武
の
手
利
付
也
ら
あ
弘
一
最
終
部
分
の
ル
一
段
じ
一
回
附
多
況
の
勢
倒
が
投
ぜ
ら
ろ
〉
か
ら
で
あ
っ
て
、
地
人
中
一
に
地
代
が
納
附
也
ら
あ
F
か
ら
で
は
な
い
。
殻
物
の
耐
川
悦
は
、
彼
の
地
代
恋
文
抑
は
ね
土
地
に
於
て
、
山
川
・
し
C
は
地
代
在
文
抑
は
ね
資
本
部
分
た
以
て
生
産
舟
行
ふ
地
A
H
の
、
其
の
小
一
佳
に
投
ぜ
ち
ろ
、
ゆ
働
泣
一
川
い
よ
っ
て
左
右
ぜ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
U
放
物
は
地
代
が
文
抑
は
れ
る
か
ち
官
同
債
な
の
で
主
統
汲
何
利
潤
m－
批
州
の
二
方
向
民
統
渡
判
明
眼
批
刊
の
一
一
方
向
は
な
C
て
、
流
物
が
布
引
に
か
ら
地
代
が
文
抑
は
れ
る
の
で
あ
る
。
ハ
リ
カ
l
r、
者
約
抽
川
県
以
m、
第
三
ホ
地
代
論
〉
ア
モ
Y
氏
は
閥
げ
て
H
t．
－
i
B恐
々
の
悶
ι述
べ
れ
総
γ
ト
、
こ
の
沖
一
段
仰
の
一
部
は
地
代
た
文
却
は
な
い
土
地
に
於
て
、
地
代
か
文
妙
比
な
い
資
本
和
以
て
作
一
昨
ん
さ
れ
‘
他
山
り
部
分
は
、
m
一
長
の
穴
水
川
町
倒
品
以
て
、
主
り
多
く
の
生
跨
物
一
か
得
ら
れ
る
と
の
似
定
口
立
A
J
て
ゐ
る
。
夏
ιそ
れ
は
、
企
陀
さ
れ
る
机
必
荷
物
の
開
放
代
、
そ
の
的
特
か
ら
は
制
点
ド
、
何
川
桁
鱗
成
の
均
外
に
航
は
あ
ハ
判
へ
ば
人
口
増
加
の
如
斗
心
事
情
d
い
よ
っ
て
決
定
ぜ
ム
れ
る
・
t
－Kふ
事
で
わ
る
。
生
陀
物
が
地
代
た
ι
止
ま
ね
土
地
に
於
て
生
産
さ
れ
る
正
式
ふ
仮
定
は
、
人
u
一
か
食
料
決
ぴ
原
料
と
L
て
現
に
必
要
と
す
smル
旭
池
寸
あ
判
叩
に
多
此
の
土
地
が
布
十
机
す
ろ
こ
と
ル
出
品
味
す
芯
。
生
怪
物
が
地
代
た
文
抑
は
ね
資
本
te
以
て
生
死
さ
れ
る
似
出
品
は
、
農
業
生
産
ι
川
ぴ
ら
る
可
き
資
本
が
充
分
に
存
和
L
、
従
っ
て
、
生
産
物
ら
噌
加
ぜ
ん
と
す
れ
ば
牧
雄
の
減
少
在
来
さ
ざ
る
ら
仰
す
、
か
く
て
普
通
の
剥
潤
私
文
妙
は
な
い
に
雫
一
品
ま
で
資
本
た
良
栄
に
投
じ
ね
る
と
一
式
ふ
二
と
4
申
立
叫
悼
す
る
0
・2
・
：
リ
カ
ア
ド
は
．
よ
り
劣
れ
る
土
地
が
耕
作
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、
な
ほ
土
地
は
県
市
r
h
存
机
・
し
、
従
っ
て
そ
の
糸
川
川
た
依
川
す
る
の
必
擦
は
な
い
か
‘
又
は
捻
本
の
稀
少
な
る
が
伐
め
に
全
部
の
土
地
の
耕
作
口
使
用
・
し
ね
な
い
採
は
ロ
リ
氾
ん
打
枇
晶
口
問
活
必
ぴ
人
口
に
枕
態
た
考
案
f
ろ
。
併
・
し
な
が
ら
、
一
伎
は
、
使
川
－
し
作
る
す
べ
て
の
土
地
の
合
HM
が
況
に
排
さ
れ
て
ゐ
る
弔
う
な
舵
件
欣
態
及
ぴ
人
口
欣
怒
ら
考
技
・
し
て
ゐ
な
U
。
か
〈
の
如
、
さ
叫
ん
W
及
ぴ
人
口
状
怒
ド
わ
っ
て
は
、
地
代
た
生
去
な
い
土
地
は
な
い
仁
ら
、
ヲ
。
そ
、
し
て
同
時
に
地
代
か
支
姉
は
ぬ
資
本
3
勺
げ
な
い
で
あ
ら
う
。
か
h
Z
品
肌
件
欧
諸
ιあ
っ
て
は
、
地
伐
は
最
も
劣
れ
る
土
地
に
於
て
、
又
ほ
使
用
さ
れ
れ
資
本
の
円
以
後
の
部
分
ゐ
以
て
比
際
古
れ
＋
ト
ル
川
市
川
物
と
、
よ
り
呉
、
v
土
地
に
於
て
、
又
は
使
川
さ
れ
れ
資
本
の
他
の
部
分
ル
以
て
小
一
夜
さ
れ
れ
生
法
物
と
の
お
と
、
見
倣
す
、
旬
、
t
は
山
旅
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
冒
し
て
、
従
っ
て
広
陵
物
の
慣
値
は
、
最
も
劣
れ
ゐ
土
地
に
於
て
使
川
き
れ
れ
勢
倒
と
資
本
と
の
公
円
い
よ
っ
て
の
み
、
即
ち
必
援
と
さ
れ
る
広
陵
物
の
最
後
の
部
分
叉
は
「
限
日
計
部
分
」
～
住
所
す
る
に
必
一
処
な
勢
働
在
読
本
と
に
よ
勺
て
の
み
決
定
さ
れ
る
－
と
考
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
他
方
に
‘
附
一
日
仙
の
土
地
の
み
が
存
杭
・
し
て
も
、
そ
れ
は
苦
々
の
欲
’
訳
文
は
必
袈
じ
封
乙
鯨
限
に
存
花
・
し
て
ゐ
な
い
と
公
ふ
二
と
さ
〈
似
山
ん
す
る
な
ら
K
・
地
代
が
注
す
る
こ
と
は
mmで
め
る
。
・
：
・
そ
れ
故
、
地
代
は
併
特
の
説
明
に
あ
れ
っ
て
考
成
外
に
お
か
れ
る
こ
と
口
内
旅
ね
．
却
っ
て
そ
れ
は
附
品
の
一
｛
構
成
嶋
本
」
と
・
し
て
考
読
さ
れ
れ
江
な
ら
h
M
G
か
く
の
如
、
さ
ポ
貨
に
常
而
・
し
て
は
山
口
川
侃
値
は
傍
倒
じ
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
‘
Z
」
の
際
班
は
維
持
，
し
仰
な
い
こ
と
に
な
る
。
土
地
は
決
し
て
労
働
に
辺
元
き
れ
得
な
い
L
・
叉
傍
仰
で
表
現
さ
れ
ろ
二
と
も
出
来
な
い
し
向
。
ハ
ト
日
抑
制
帯
一
一
一
l
一
一
二
口
）
以
上
が
ア
モ
ン
氏
の
芥
制
地
代
否
定
説
で
あ
る
。
と
れ
が
閉
山
し
て
抱
一
補
地
代
を
否
定
し
、
又
地
代
は
促
格
の
説
明
に
あ
た
っ
て
考
庶
外
に
必
く
こ
と
の
川
米
ぬ
も
の
で
あ
る
か
、
こ
れ
は
一
服
吟
味
す
可
き
間
程
で
あ
ろ
。
先
づ
ア
モ
ン
氏
は
、
第
一
、
現
枇
命
日
を
『
土
地
の
会
長
が
既
に
排
さ
れ
て
ゐ
る
枇
品
町
駅
態
及
び
人
口
欣
態
』
と
し
て
考
察
す
可
き
だ
と
し
て
ゐ
ろ
。
共
に
、
「
眼
一
一
州
の
土
地
の
み
が
存
在
し
て
も
、
そ
れ
は
吾
々
の
欲
望
又
は
必
嬰
に
針
し
無
理
に
存
在
し
℃
ゐ
な
い
と
一
民
ふ
ニ
と
さ
へ
限
定
す
乙
な
ら
ば
、
地
代
が
牛
一
や
る
こ
と
は
明
だ
＠
』
と
し
て
ゐ
る
。
第
一
の
問
題
に
潤
し
て
は
明
に
否
と
一
式
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
第
コ
の
問
題
に
約
し
て
は
、
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
結
封
地
代
に
よ
っ
て
柿
ふ
ニ
と
が
出
来
る
。
即
ち
我
々
は
今
日
の
枇
合
欣
館
に
於
て
も
、
耕
作
さ
れ
仰
ベ
き
土
地
が
多
量
に
存
在
す
る
ニ
と
を
見
る
。
例
,.. 
tr 
i¥J 、
我市
がゴt
閤ア
のメ
畑；リ
きカ、、
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
ジ
ア
等
の
大
陸
に
は
未
だ
閑
却
せ
ざ
る
土
地
を
控
官
に
有
す
る
と
と
を
知
る
。
岡
土
肺
柄
小
な
る
問
に
於
て
も
穀
物
の
間
格
の
鵬
一
貫
に
よ
っ
τ、
耕
地
が
哨
加
す
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
（
附
小
位
千
町
歩
u
・O
問。
一
大
直
十
一
一
二
中
ご
年
一一・問一一一間
ニ
－
九
間
五
－
O
五
O
一－O
A
一一l一一1-1一一
昭
和・1・
O ！：九
八｜問
-I＇九
計！畑出
明
治
一
二
十
六
年
大
正
A
4
β
「
』
句
as
大
1E. 
年
一
・八
一
一
・
九
人
二
問． 
．R・
二
ム
ハ
七
ハ－
O
九
O
六・
O
六
五
児
精
崎
山
純
明
取
批
判
の
ご
方
向
尼
崎
叫
波
踊
都
政
批
判
の
二
方
向
凶
〈
仰
考
〉
ホ
印
は
明
治
十
年
前
後
地
利
改
民
相
川
時
の
反
別
に
依
5
0
共
の
他
の
耕
地
而
積
は
皮
革
統
計
表
に
山
ろ
。
ハ
「
現
代
日
本
純
m
m党
上
」
苅
楠
品
川
古
荘
、
日
本
町
川
崎
引
の
行
社
川
、
五
二
八
頁
改
治
枇
版
級
抑
川
m
a
A
A
I
集
間
十
一
谷
．
怒
川
…
）
右
の
去
に
よ
っ
て
明
な
る
が
如
〈
殺
物
の
仰
称
略
世
と
共
に
排
地
削
引
は
増
加
し
大
疋
九
年
の
最
高
景
気
に
於
て
、
大
正
十
年
の
耕
地
納
町
新
は
h
ハ・
0
九
八
・
0
C
C町
歩
に
政
増
し
た
。
共
の
後
不
景
拭
に
よ
る
出
産
物
仰
の
下
部
は
耕
地
湖
町
引
の
減
少
と
な
っ
て
現
れ
た
。
ハ
楠
橋
氏
上
初
株
五
二
九
以
）
向
十
一
年
以
降
抑
耕
地
の
減
少
ば
、
地
代
が
下
っ
た
伐
め
、
穀
物
の
例
格
が
低
下
し
、
そ
ω泊
め
に
恐
諜
舵
岱
が
損
山
一
一
山
を
議
。
て
耕
作
を
故
市
し
た
と
は
巧
へ
ら
れ
ぬ
。
そ
こ
で
、
穀
物
の
例
怖
の
脆
併
が
、
地
代
の
服
務
そ
促
す
も
の
と
凡
る
可
き
で
あ
る
。
か
L
る
本
質
に
よ
っ
て
ア
モ
ン
氏
の
如
く
「
土
地
の
会
長
が
現
に
枕
さ
れ
て
ゐ
る
や
ろ
な
枇
品
川
航
能
及
、
ぴ
人
口
取
出
」
と
し
て
の
枇
品
引
を
考
察
す
る
と
と
は
、
明
に
税
混
と
一
氏
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
結
別
仙
川
代
に
つ
い
て
は
、
向
上
博
士
日
〈
『
況
叫
ん
ベ
は
以
上
部
設
地
代
に
つ
い
て
巧
探
せ
し
際
、
利
川
さ
れ
る
最
劣
等
の
土
地
は
常
に
何
得
の
地
代
を
も
生
ぜ
ざ
る
も
の
な
る
こ
と
を
、
そ
の
前
提
と
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
如
、
合
前
提
は
、
資
本
家
的
批
合
に
於
て
は
、
到
時
－
W
H
明
さ
れ
え
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
り
」J
j也
事P
主L
ヰf
し
て』
あ
る
」也
は、
11: rう
1＼：コ
に 士山
C の
下総
ぶ制
七的
仰1 利
人 ＂！.
In- i!J~ 
面全
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むブJ
マ ι〉
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y 持
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is. カI
いに
のイJi:
－で j]_
あっ。ι
in ν、
らふ
o :rm 
し由
治通，，を
る除
にく
既 l災
に
利
川
さ
れ
つ
ワ
あ
る
土
地
の
う
ち
此
劣
等
の
も
の
で
も
、
こ
れ
を
伎
町
す
る
持
め
に
は
、
刊
引
に
一
定
の
地
代
を
文
州
、
山
必
要
が
あ
る
と
か
h
る
土
地
に
針
ず
ら
地
代
を
加
へ
た
も
の
で
な
け
t
れ
ば
、
生
陀
物
の
附
川
格
は
、
H
M
劣
ル
干
の
土
地
に
於
け
る
住
所
前
絡
に
加
ふ
る
に
、
れ
ば
な
ら
白
川
そ
し
て
こ
の
と
と
は
、
引
々
が
前
日
に
は
け
た
山
山
、
山
＋
リ
生
陀
杓
の
市
川
川
M
M
絡
は
扱
劣
等
叫
に
於
け
ろ
住
所
杭
特
に
よ
っ
て
叫
比
さ
れ
る
と
一
五
ふ
似
店
と
判
決
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
モ
れ
は
、
得
点
地
代
の
刊
訟
そ
の
も
の
に
釘
し
て
は
、
付
帯
の
詑
化
も
及
ぼ
す
も
の
で
な
い
。
何
故
白
c
…
以
ふ
に
、
最
も
不
利
誌
な
る
慌
件
の
も
と
に
生
陀
さ
れ
た
生
産
物
の
前
格
が
、
そ
の
生
産
的
格
に
加
ふ
る
に
一
定
の
地
代
を
も
っ
て
し
た
削
持
に
ま
で
時
抗
す
る
一
な
ら
ば
、
そ
の
聡
武
せ
る
悦
絡
が
一
般
の
市
場
m
M
特
を
制
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
服
じ
て
、
よ
り
よ
合
保
件
の
も
と
に
生
産
さ
れ
る
生
産
物
の
債
格
も
掠
脇
山
訂
す
る
の
で
あ
り
、
純
ヲ
て
土
地
に
闘
す
る
生
産
保
件
の
完
県
（
に
基
づ
く
起
拙
利
潤
の
ヰ
品
川
九
は
、
前
の
場
合
と
依
然
同
じ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
ロ
そ
れ
故
分
析
の
順
序
ム
先
づ
等
泣
地
代
を
汚
山
抗
す
る
に
際
し
て
は
、
最
劣
等
地
の
地
代
を
加
脱
す
る
こ
と
を
凶
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
と
は
同
時
に
前
節
に
於
て
地
べ
た
る
等
主
地
代
の
外
に
、
こ
れ
と
附
係
な
す
別
聞
の
問
時
K
M仰
す
る
地
代
の
存
在
す
る
こ
と
を
古
味
す
る
。
今
苦
々
は
こ
れ
を
名
づ
け
て
杷
封
地
代
と
い
ふ
の
で
あ
る
c
」
門
前
上
然
消
判
部
限
大
納
一
一
一
六
九
頁
以
下
U
高吉
呈玄
関口
以
上
の
都
民
よ
っ
て
、
ア
モ
ン
氏
の
地
代
に
附
す
る
医
院
は
。
成
功
ぜ
十
し
て
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
が
、
挽
は
止
帆
制
さ
れ
て
マ
ル
ク
ス
の
都
倒
的
飢
説
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
り
カ
ア
ド
の
‘
伯
仙
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
は
「
資
本
の
集
杭
と
土
地
の
牧
悲
に
先
行
す
る
初
則
の
枇
合
紙
態
に
到
し
て
も
』
戒
は
『
資
本
が
集
仙
さ
れ
土
地
が
牧
辛
せ
ら
れ
た
融
沙
し
た
一
枇
A
刊
紙
態
に
別
し
て
も
』
亦
安
位
す
る
即
刊
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
ア
モ
ン
ス
氏
は
向
、
マ
ル
サ
ス
の
小
山
必
供
給
説
を
以
て
、
「
最
も
一
才
師
な
き
回
航
愉
」
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
球
科
目
出
些
仇
w．
統
保
約
締
肌
叩
此
州
の
一
一
方
向
・1: 
？
川
総
添
い
れ
柑
川
市
批
列
の
ニ
方
向
ム，、
拾
の
均
術
に
よ
っ
て
必
十
商
品
の
例
怖
は
山
止
ま
る
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
山
県
供
給
の
附
係
は
必
十
生
産
究
主
中
心
と
し
て
動
く
も
の
で
あ
る
の
〈
W
・9
1プ
P
ネ
ヒ
ト
「
英
同
州
仙
取
花
火
」
一
九
八
買
場
開
山
）
か
〈
や
一
伴
．
品
八
を
刊
明
す
ろ
に
は
、
マ
ル
ク
ス
の
労
働
倒
帆
法
川
h
r
h
描
叫
す
る
以
外
に
、
完
全
た
る
畔
決
を
ね
な
い
。
か
〈
て
需
要
供
給
清
は
、
爪
民
間
協
費
削
の
外
相
を
説
明
す
る
俗
抗
的
見
解
以
外
の
何
も
の
ぜ
も
な
い
。
